
近畿地方に大きな被害をもたらした阪神淡路大震災は、来年
１月１７日で発生から３０年になります。皆さんの御家庭や職
場で、地震への備えは進んでいますか？
最初に、万一、京都に大地震が発生したら、皆さん方は無事
ですか？家具などの下敷きになっていないでしょうか？家具や
物の多い部屋で寝ない、家具には転倒防止の処置をするなどし、
皆さん方が助けられる側にならない対策をお願いします。
次に火災の発生、拡大への対応です。
地震による停電が発生したら、ブレーカーを切ってください。
ブレーカーを切る余裕がないなどの場合に備え、感震ブレー
カーを付けておくのも有効です。
そして、火災発生時に早期に消火できるよう消火器などを
備えるとともに、訓練等に参加し適切に取扱いができるよう
にしてください。
皆さん方の備え、行動により、被害が最小限に収まるようよろしくお願いします。
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